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国際財務報告基準（IFRS）と日本基準との差異について 

 

本日公表の国際財務報告基準（IFRS）に基づく2021年３月期決算に関し、2021年５月10日に公表し

ました日本基準に基づく決算短信との主な差異は、以下のとおりです。 

 

記 

1. 連結損益計算書 

（単位：百万円） 

 日本基準 IFRS 差異 

売上収益 30,603  30,928  325 

営業損益 3,686 3,583 △102 

親会社の所有者に

帰属する当期利益 
2,340 2,301 △39 

 

上記の差異の内訳 

項目 差異要因 金額 

売上収益 

連結範囲の差異による影響 379 

認識及び測定の差異による影響 △54 

合計 325 

営業損益 

連結範囲の差異による影響 △75 

認識及び測定の差異による影響 

（未消化有給休暇等、退職後給付等） 
△9 

表示組替による影響 △17 

合計 △102 

親会社の所有者に

帰属する当期利益 

連結範囲の差異による影響 △37 

認識及び測定の差異による影響 

（未消化有給休暇等、退職後給付等） 
△1 

合計 △39 



 

2. 連結財政状態計算書 

（単位：百万円） 

 日本基準 IFRS 差異 

総資産 36,607 39,996 3,389 

負債 20,290 23,641 3,351 

資本 16,316 16,354 37 

 

上記の差異の内訳 

項目 差異要因 金額 

総資産 

連結範囲の差異による資産の増加 237 

認識及び測定の差異による影響 

（オペレーティングリースのオンバランス化、投

資有価証券の公正価値の修正等） 

3,151 

合計 3,389 

負債 

連結範囲の差異による負債の増加 167 

認識及び測定の差異による影響 

（オペレーティングリースのオンバランス化、未

消化有給休暇等の債務計上等） 

3,183 

合計 3,351 

 

以 上 

 


